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特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 

平成２５年度 第２回 学童代表者会議 議事録（要約） 

 

１ 日 時：平成２６年２月２２日 １３時３０分～１４時５５分 

２ 場 所：筑紫小学校学童保育所 

３ 出席者：各学童正副会長および次期正副会長・新理事（候補）、主任指導員、執行部、監事、事務局員 

４ 議 題：(1)基本理念唱和 

  (2)理事長講話「ちくしっ子ネットワークの理念」を理解する～子どもと育ちあうために～ 

   理事長 横田 健一：福岡県商工会連合会 専門経営指導員（広域支援チーフコーディネーター） 

  (3)次年度の交流事業の在り方について 

  (4)各学童より 

５ 進 行：代表者会議担当（福尾委員長・田河内理事） 

 

［議事の経過］ 

１、基本理念唱和 

委員長の発声に続き「私たちは、学童保育事業をとおし、子どもの豊かな育ちをはぐくみ、子どもを

とりまく大人たちが共に育ちあう、地域の子育て支援ネットワークの構築をめざします。」と基本理念の

唱和がなされた。 

 

２、理事長講話「ちくしっ子ネットワークの理念」を理解する（理事長 横田健一：天拝小学童保護者） 

（司会）本日は、当法人の基本理念について、横田理事長から「ちくしっ子ネットワークの理念」を理

解する～子どもと育ちあうために～というテーマで講話いただく。法人についての理解を深めてほしい。 

 

（以下、基調講話の概略を記す） 

表 題 「ちくしっ子ネットワークの理念」を理解する～子どもと育ちあうために～ 

講演者 理事長 横田 健一（天拝小学童保護者：福岡県商工会連合会 専門経営指導員（広域支援チーフコーディネーター） 

 

  本日は、昨年度制定した「ちくしっ子ネットワークの理念」について、今後の組織運営について非常

に大切なところであるため、皆さんにご理解いただくよう、お話しさせていただく。 

ここにいる多くの皆さんは「くじ」等で学童役員としての役割を受けることになった方が多いと思う。

両親とも働いて時間がなく面倒が見られないから、学童に預けているのに、この上役員かとの思いが本

音のところと思う。皆さんは職業人として経済的収入を得ると同時に職場は自己実現の場、人生修養の

場で日々人としての成長されているはずである。これに「くじ運」によって、学童の役員として役割を

得、人（親）としての成長の場が増えたと思って楽しんで学童運営等に関わっていただきたい。私が今

日言いたいことはこの一点であり、理念にあるように子どもと共に育ちあう精神がこの組織に子どもを

預ける親としてもっとも重要な認識事項である。 

私の仕事は公的な経営コンサルタントとして、企業経営に係る支援全般を行っているが、前職の銀行

の与信（融資）審査所管部門の勤務経験から傾いた企業を立て直す事業再生の指導を多く行っている。

この前職も含めて 22年ほどの経験から、「成功している企業・組織」には、上手くいくための法則・条

件がいくつかある。その一つが今日のテーマである『理念』経営である。 

まず、理念の説明の前に経営という言葉について説明する。当法人においても昨年度から「経営改革」
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を行っているが、「経営」というと「営利」とか「もうけ」と誤った解釈がされがちである。「経営」

というのは、事業目的を達成するために、継続的に計画的に意思決定を行って実行に移し、事業を管理・

遂行すること、また、そのための「組織体」を指し、営利を指している言葉ではない（資料番号１ ※1）。 

昨今、小学校でも「学校経営」「学級経営」という言葉で、行政でも「経営」という言葉が使われてい

る。当法人においては、学童保育事業を遂行するための理事会・保護者会運営や管理方法、または、学

童保育事業を遂行する当法人や保護者会組織のことを指す。ここを理解していただきたい。 

「理念重視」の企業 経営理念が関係者に浸透しており、職員および関係者（役員等）が明確な理念と

使命感をもつことにより「自ら考え、行動する人材を作り、魅力ある企業・組織」となりうる。当法人

では、そのために「理念の見える化」を図り、理解していただくことで、理念の共有化を行っている。

その共有の場が今日の講話の目的である。「理念」について、皆さんの職場でも「社是」「社訓」「理

念」を唱和する企業があるかと思うが、そういった意図で行われている。 

 

その他の上手くいく条件について、主なものを折角なので当法人と結びつけて紹介したい。 

「人づくり重視」の企業 従業員重視の経営。人材の確保・育成・職場づくりに力を注ぐ組織。何にで

も力を注ぐのではなく、理念に沿ったものにのみ力を注ぐ組織が強い。私たちの学童保育においては指

導員の先生方がすべてであり、財産は「人」、指導員の先生方と考えている。 

「経営計画重視」の企業 「なりゆき」では成果が上がらない。当法人でも、保育理念に基づき保育方

針を定めて主任指導員を中心に実践して、皆さんのお子さんをお預かりしている。また、アクションプ

ランを作成し、専務理事と指導員が中心となって「仮説・検証型」の経営計画を実践しているところで

ある。 

「地域社会重視」の企業 地域社会を大切にすること。そうすることで、当法人としては組織のブラン

ド力（信頼）を高めることができる。学童は単なる「託児」ではなく、保育事業を通じて、地域協力や

地域貢献することにより、子どもの最善の利益を考慮し、保護者・指導員・地域住民・行政の連携に努

め、地域になくてはならない存在となることを目指している。（基本理念参照） 

「イノベーション（革新・改革）重視」の企業 ダーウィンの進化論を例にあげれば、生き残るのは「強

いもの」ではない。環境に対応できるものが生き残る。伝統や変えてはいけないことは変えずに、柔軟

な発想によって時代に合わせた改革を行うことが必要となる。 

 

1、理念とは 組織の存在意義や使命を明文化したもので、具体的に言えば、組織経営をどのような形

で行うかを示すものである。明文化された理念に沿って事業を行うことで「筑紫野市の学童保育文

化」を引き継ぎ、永続的に成長発展する法人の「あるべき姿」に近づくものである。理念の役割は

組織の求心力となり、理事や会長（保護者会役員）が中心となって保護者に基本的な考え方を理解

するよう周知し、指導員に対しては「指針」を与え、指導員が共鳴することにより「やりがい」を

感じるようになる、いわば「誘因」である。 

2、ちくしっ子ネットワークの歩みと発足時の思い 理念の根底には歴史がある（資料番号１-1.2）。

発足時からの想いは「変えてはいけない伝統と文化」である。この「想い」がみえにくくなってお

り、学童が「働く親」により運営されている、経営している、ということを知らない保護者や、単

なる「託児所」と思っている保護者が見受けられる。ここを正しく（保護者に）理解していただか

ないと「運営」が成りたたない。多様な学童保育組織がある中で、筑紫野市は高い評価を得ている。

これを維持するためにも保護者の理解が必要不可欠であり、経済的には何の価値をも生まない行為

（役員経験等）が実は豊かな人格形成に寄与すると楽しんで取り組んでいただき、保護者にも伝え
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ていただきたい。学童の歴史とともに姿を変えてきたが、保護者が仕事に専念できるようにと、行

政と手を携えて保護者経営で職員とともに汗をかくスタイルは今も変わっていない。 

3、理念制定の経緯 当法人の 34 年近くなる活動において脈々と受け継がれた理念が明文化されてお

らず、曖昧模糊であったため、「理念」を明文化した。組織規模の拡大とともに、経営責任（使用

者責任）が大きくなってきており、先生方の生活も考えなくてはならず、経営者責任は重責となっ

ている。また、保育料と市の委託料である公金の経理についても適正に処理する必要があるため、

運営は非常に難しくなってきている（資料番号１-3.4.5）。これだけ組織が大きくなると、先に述べ

た経営責任も含めて、非常勤の保護者だけでは運営ができない状況となってきている。近隣市町で

は事業の民間委託がなされているが、当法人のように質の高い保育ができていない状況にある。そ

れらに加え、「子ども・子育て支援法」の施行に関しての対応や行政との協調を鑑みて、理事任期

を 2 年とし、常勤専務理事を設置した。人事権の整理を行ったが、会長には日常業務の指揮命令権

（管理）を担っていただく（参考資料３）。指導員の育成・採用・配置等については、現場の様子

や年齢構成等を考慮しながら専務理事が中心となって行うこととした。組織維持のためにも、指導

員には法人職員として保護者にきちんと当法人の想いや歴史、運営の方法等説明できるように、ま

た、専務が保護者会に赴くなどして、保護者が役員を自ら引き受ける風土づくりを目指して理念（参

考資料１）を制定していた。 

4、理念を達成するために 理念とは、物事に対する根本的な考えであり、全ての判断基準・解釈の根

拠となる。法人の『あるべき姿』である。正規・非正規に関わらず、全ての指導員が理解し、念頭

に置いて保育にあたってほしい（資料番号２）。法人ではアクションプラン（参考資料２）が、指

導員が考えて実行する保育計画が一年間・一年後のビジョン、『ありたい姿』（資料番号２）であ

り、『あるべき姿』に近づく計画である。 

5、その他 運営について（資料番号１-6）。保護者会の運営責任は会長にある（参考資料３）。特に、

会費の納入については法人との連携が不可欠である。不明な点は主任、または専務理事に聞いてほ

しい。会長は学童運営の責任者であり、理事は法人運営に際して議決権を持つ経営者である。各学

童選出理事は、学童としての意見もあると思うが、法人全体の運営を高所大局的な見地で判断する

ことが求められる。理事会での議決事項に対して、保護者会への説明責任を果たさなければならな

い。保護者会長と密接に連絡調整を図ってほしい。説明が難しいときは、専務理事や執行部からも

説明に赴くなど協力する。利用してほしい。昨年度から議事録は公開している（各学童に備え付け

ている）ので、保護者会役員はよく理解しておいていただきたい。主任は幹部職員として理解し、

会長や理事の相談に対応できるようになっておくこと。 

―以上― 

 

（司会）保護者会と法人、行政とが協力し合い、発展していきたいと思う。再度、理事長に謝意をこめ

て拍手を送りたい。 ― 拍手 ― 

 

３、次年度の交流事業の在り方について（代表者会議次第参照） 

（司会）次に「次年度の交流事業の在り方について」を議題とする。議事録作成の都合上、発言の際は、

学童名および役職を述べてからご意見いただくようお願いする。では、髙木副理事長に説明を求める。 

 

（髙木副理事長）保護者会運営に関わる重要な部分なので、よくご理解いただきたい。2月 15日（土）

の理事会にて、次年度の交流事業については「全体交流」ではなく「各学童保護者会主体で実施する」



 4 

と決定した。事業内容は「学童間交流事業」および「地域交流事業」とし、支援対象事業を拡大してい

る。実施主体は「保護者会」とし、保護者会行事として組み込むか、既存の地域交流事業への補助も可

能である。現段階での予算についての明言は避けるが、方向性としては一人当たり 400 円程度の補助で

検討している。必ず「しなければならない」ものではなく、あくまで「保護者会主体」での取り組みで

ある。 

 

（髙木副理事長）より「質問がないか。」と確認がなされたが、特に質問はなされなかった。 

 

（髙木副理事長）保護者会運営に関して、あと 3 点ほど、留意いただきたい部分があるので、この場を借

りて説明させていただく。 

 オールスタッフの件について。学童保護者会によっては「オールスタッフ制」を導入されてあり、全て

の保護者が何らかの形で事業に関わる形をとられているところがあるかと思うが、福岡県学童保育連絡

協議会主催の研究大会への「保護者参加」をオールスタッフ担当に割り振られているところがあれば、

次年度については「県連加盟」を検討中であることから、オールスタッフに割り当てず「自主参加」と

いう形をとるようにしていただきたい。 

 保護者会の慶弔規程（規定）について。法人会計も各学童保護者会会計も、もとは「保育料」であり、

同じ財源である。法人の「慶弔規程」が存在する上で、各学童保護者会の「慶弔規程（規定）」が存在す

れば、一つの財布から二重払いが発生する状況であるため、各学童保護者会に定めのある「慶弔規程（規

定）」については、直近の総会にて「廃止」「削除」の手続きを取っていただきたい。「規定」を削除する

と、次条以降が繰り上げとなるので留意されたい。手続きに不明な点がある場合は、遠慮なく事務局ま

たは執行部に問い合わせていただきたい。 

 保育料滞納問題について。理事長講話の 資料番号１-6 についての補足になるが、「保育料の未納」が

発生すれば、その児童のおやつ代や人件費を他の利用者が負担していることになる。このことを保護者

に周知徹底していただきたい。個人情報であり、守秘義務はあるが、会長名で催促状を提出することに

なっている。この際に、顔の見える保護者からの「声掛け」をお願いしたい。電話一本でも良い、会長

からの一声が有効である。法人も法人顧問弁護士への対応切り替えなどの「厳格化」を行っている。法

人対応となる前の「早い段階での対処」が肝要である。NPOは入会を拒むことはできない。しかし、入

退所の権限が保護者会にある所以は、学童保育の適正な運営が図られる環境をつくることにある。学童

によっては、保護者会規約中に 3 月分以上の滞納がある方は、次年度の入所をみとめない旨を定めてい

るところもある。「滞納」は「滞納者」の問題ではなく「利用者全体」の問題であること、周りの方々が

カバーしていることを総会の場等で、きちんとお話いただきたい。「滞納は許さない」という環境を作っ

ていただきたい。 

  

（髙木副理事長）より「質問がないか。」と確認がなされたが、特に質問はなされなかった。 

 

４、その他学童より 

（司会）次の議題へ移る。その他、学童からの意見等はないか。あれば、挙手の上、学童名および役職

を述べてからご意見いただくようお願いする。 

 

（原田学童 古閑会長）来年の既設児童を含む原田学童の利用者は 250 名程度となる。季節利用時は学

校施設を利用させていただくことになってはいるが、施設は既に 3 棟建っているものの、通常保育でも
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学校施設を借りることができないか、ということを支援課に対して「働きかけ」をお願いしたい。 

 

（髙木副理事長）二日市北・原田学童については、執行部も支援課も状況を把握しており、季節利用時

は学校施設を借りるように協議・決定した。今後も、平成 27年の法改正をふまえて支援課と協議してい

く。 

 

５、総括 

（司会）最後に、理事長から「総括」をしていただく。 

（横田理事長）新法施行について、法律はできているが、どのようにしていくかの要項や施行令ができて

いない状況である。今年度から、毎月 1 回、支援課との「定例会」を行っているので、支援課と密に協

議していく。懸案としては、余剰金が 4000万近くあり、運営が安定しているといえるが、市からは減ら

すように言われている。執行部としては、市からの委託料が入金される前の職員賃金等の支払いに 2000

万近くの運転資金が必要なため、誰もが理事に成り得る状況で「連帯保証人」などになるわけにはいか

ないので、不安定な運営は避けたい。といった問題がある。また、法人化した際の会計上の問題があり、

現在、保護者会会計の繰越金が法人決算に計上されておらず、二重帳簿の状態になっている。今年度か

らは保護者会の繰越金についても法人に返納していただくことになる。よって、次年度については活動

費が余らないような計画を立てていただきたい。保護者会の慶弔規程について、法人化する前の保護者

会規約がそのまま用いられているところがあって、慶弔時の二重払いがあるかと思われる。規程間整備

において不明な点があれば、事務局や執行部に尋ねていただければお手伝いさせていただく。今後も、

よろしくご協力のほどをお願いしたい。 

 

（司会）以上をもって、平成 25年度第 2回代表者会議を閉会する。 

―１４時５５分終了― 

 

 

※会議終了後、理事長は「仕事」として法人の理事長をされているのか。という問合せがありましたが、

横田理事長・髙木副理事長・田上副理事長も、皆さんと同じように「本業」を持ち、仕事のために学童保育

に子どもを預ける「保護者」です。また、福田専務理事も公募により選出され、23名の理事から委任を受

けて「専務」として法人業務に従事いただいていますが、学童保育に子どもを預ける「保護者」であります。

利用する保護者が子どもたちのために指導員と一緒になって運営する、それが「ちくしっ子ネットワーク」

の「強み」であり、守るべき「伝統」です。 


